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“Medication Notebook”  is a useful tool in “Pharmacy-Pharmacy Cooperation” 
between pharmacists in hospitals and pharmacists in pharmacies. However, both the 
patient and the medical worker do not understand it enough.  
In this study, about the name recognition and the portable situation of the 
medication notebook, we performed the questionnaire for the pharmacy students and a 
traveler. 
Although the student's recognition was high enough, the everyday portable rate was 
low.  Especially, the degree of carrying the medication notebook under travel was 10% 
or less.  In many cases, they saved with the insurance certificate and the patient's 
registration card and did not fully understand the role of the notebook. On the other 
hand, 50% of the travelers carried the notebook at the time of a travel, although name 
recognition was about 40%. 
Although the notebook of the electronic edition was being created in Japan now, that 







東日本大震災の医療活動において改めて認識されることになり、平成 23 年度「薬と健康 の
週間」において、都道府県薬剤師会が実施した統一キャンペーンでは、「お薬手帳」の啓発
活動（43 件／95 件）が最も多かったことが報告されている。3,4)また、本年 11 月に報告さ 
 



























た一般人 4 名については旅行者として取り扱った。 
 
 
表 1 お薬手帳に関するアンケート調査の回答者数 
 
調査対象 平成 23 年度 1 平成 24 年度 2 平成 25 年度 3 
1 年次生 131 － － 
2 年次生 88 － － 
3 年次生 101 89 107 
4 年次生 117 79 － 
5 年次生 198 － － 
6 年次生 120 159 － 
小計 755 308 107 
職員 53 － － 
一般人(旅行者） 183（132*） － － 
























お薬手帳の認知度（％）について、平成 23 年度の調査結果を表 2 に示すが、認知度は、
一般人 40％に比較し、薬学生 86％と有意に高く、特に 5、6 年次生では全員が「知ってい
る」と回答した。また、「名前だけ知っている」と回答した人を合わせると 4 年次生以降
全員が認知していた。ついで、「知っている」あるいは「名前だけ知っている」と回答した
人に対して、「どこで」あるいは「何で知ったか」について問うた結果（複数回答可）を      









表 2 お薬手帳の認知度について（％） 
 
回答者* 知っている 名前だけ知っている 知らない 
1 年次生 66.4 21.4 12.2 
2 年次生 68.2 19.3 12.5 
3 年次生 74.3 16.8 8.9 
4 年次生 94.8 5.2 0 
5 年次生 100.0 0 0 
6 年次生 100.0 0 0 
全学年 86.2 9.0 4.8 
職員 94.3 5.7 0 
一般人 56.3 9.8 33.3 
旅行者 35.6 22.7 41.6 
*平成 23 年 7 月調査時 
 
 
表 3 「お薬手帳」をどこで知ったか、または何で知ったか。人数（％） 
 




1 年次生 25（21.7） 66（57.4） 12（10.4） 34（29.6） 
2 年次生 22（25.0） 57（64.8） 8（9.1） 8（ 9.1） 
3 年次生 14（13.9） 63（62.4) 7（6.9） 20（19.8) 
4 年次生 16（13.7） 68（58.1） 7（6.0） 57（48.7） 
5 年次生 65（32.8） 157（79.3） 21(10.6） 142（71.7) 
6 年次生 28（23.3） 88（73.3） 6(5.0） 35（29.2） 
全学年 170（22.5） 499（58.1） 61（8.1） 293（39.2） 
職員 12（22.6） 24（45.3） 8（15.1） 20（37.3） 
一般人 10（29.4） 20（70.6） 2（5.9） 3（8.8） 
旅行者 25（32.5） 45（58.4） 9（11.7） 0（0） 
小計 35（31.5） 65（58.6） 11（9.9） 3（2.7） 



















表 4 旅行中に病院、薬局、ドラッグストアに行ったことがありますか（％） 
 
調査対象* 
H23 年度 内訳（％） H24 年度 H25年度 
はい（％） 病院 薬局 ドラッグ
ストア はい（％） はい（％） 
1 年次生 39.7 9.2 9.2 26 ― ― 
2 年次生 33.0 6.8 12.5 19.3 ― ― 
3 年次生 28.7 7.9 6.9 16.8 24.7 18.0 
4 年次生 30.8 6.8 5.1 23.1 12.7 ― 
5 年次生 37.9 6.1 6.6 19.7 ― ― 
6 年次生 34.2 5.0 5.8 29.2 25.2 ― 
全学年 33.6 6.9 7.4 22.4 ― ― 
職員 66.0 9.4 17 50.9 ― ― 
一般人（旅
行者含む） 40.8 8.2 8.2 13.0 ― ― 
*平成 23 年度調査時 
 
表 5 自身のお薬手帳を持っているか、何冊持っているか（％） 
 
調査対象 
Ｈ23 年度（％） Ｈ24 年度（％） H25 年度（％） 
はい 複数冊 はい 複数冊 はい 複数冊 
1 年次生 27.4 13.9 ― ― ― ― 
2 年次生 35.2 12.9 ― ― ― ― 
3 年次生 39.6 16.7 48.3 4.7 41.0 11.0 
4 年次生 44.4 3.9 45.6 13.9 ― ― 
5 年次生 46.0 11.2 ― ― ― ― 
6 年次生 55.0 13.4 56.0 11.2 ― 
全学年 41.9 13.3 ― ― ― ― 
職員 26.4 27.2 ― ― ― ― 
一般人 41.1 15.0 ― ― ― ― 







  「お薬手帳」の携帯状況（表 6）については、常に持ち歩いていると回答した割合は一






表 6 お薬手帳を携帯しているか（％）* 
 
調査対象 
Ｈ23 年度（％） Ｈ24 年度（％） H25 年度（％） 
日常携帯 旅行時携帯 日常携帯 旅行時携帯 日常携帯 旅行時携帯 
1 年次生 5.6 8.3 ― ― ― ― 
2 年次生 0 9.7 ― ― ― ― 
3 年次生 0 7.3 4.7 9.3（7.0）** 5.0 5.0（11.0）** 
4 年次生 5.8 3.9 5.6 11.1 ― ― 
5 年次生 3.3 5.5 ― ― ― 
6 年次生 10.6 10.6 4.5 1.1 ― ― 
職員 8.3 0 ― ― ― ― 
一般人 14.3 47.6 ― ― ― ― 








始前の 3 年次学生を対象に保険証の携帯状況も含めてアンケート調査（H24 年度、H25 年
度）を行った。その結果、「お薬手帳」について、所有者していると回答した 30％が保険
証や診察券と保管していると回答した。 
保険証の携帯状況（日常及び旅行中）は、H24 年度 63％（H25 年度 91％）であり、     
4 年次 67％、6 年次生 63％と他学年においても高い傾向にあった。そこで、お薬手帳につ
いても、「カードサイズ」の電子媒体であれば携帯するかの問うたところ、44％（H25 年



















表 7 お薬手帳は必要であるか（％） 
調査対象  
Ｈ23 年度  Ｈ24 年度  Ｈ25 年度 
必要  持ちたい*  必要である  必要である  
1 年次生  88.5  57.0  ― ― 
2 年次生  88.0  61.7  ― ― 
3 年次生  91.0  60.0  66.0  67.0  
4 年次生  95.7  57.5  84.8  ― 
5 年次生  97.4  58.5  ― ― 
6 年次生  92.4  44.2  72.3  ― 
職員  92.2  46.9  ― ― 
一般人  56.9  80.0  ― ― 







































1) 小田美良，朝霞地区薬剤師会のおくすり手帳の歴史，調剤と情報, 12, 146-149(2006). 
2) 漆畑 稔，お薬手帳の意義，調剤と情報, 12, 142-144(2006). 
3) 日本薬剤師会編，被災地における薬剤師の活動，東日本大震災における活動報告書 平
成 24 年 3 月． 
4) 平成 23 年度「薬と健康の週間」における全国統一事業結果について，日薬業発第 12
号平成 24 年 4 月 5 日. 





クフォース高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 2012 年 2 月 13 日．
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/iryoujyouhou/dai12/siryou7.pdf 
7) 国民参加の場,アフターサービス推進室活動報告書, vol.10:2012 年 12 月；厚生労働省
（2013, 1.11）http://www.mhlw.go.jp/iken/after-service-vol10.html. 
8) 足立哲夫，丹羽孝司，田頭正至，窪田傑文，鎌田久代，原 宏和，平野和行，岐阜薬
科大学附属薬局における「お薬手帳」の利用状況，医療薬学, 28, 164-171(2002). 




たことー，調剤と情報, 12, 160-163(2006). 
11) 栄田佳子，藤沢美和，針田昌子，安田幸子，高谷和男，年代別によるお薬手帳普及状
況から見えてきたもの，第 41 回北陸信越薬剤師会学術大会，









学, 33, 54-59(2007). 
14) 田中直哉，小椋章次，近藤澄子，田中秀和，佐藤 均，お薬手帳携帯率の向上を目指




病院薬学, 23, 342-347(1997). 
16) 渡辺法男，山村恵子，玉置紀子，山川真名美，西田幹夫，桜井恒久，鍋島俊隆，「お薬
手帳」を利用した入院患者に対する服薬指導の評価，病院薬学, 25, 34-39(1999). 
17) Masato Shintoh, Seigo Iwakawa, Youko Shimada, Masanori Fujita, Kazuyuki 
Sugahara, Ken-ichi Konishi, Effects of Pharmacists’ Consultation on Serum 
Cholesterol Level Using Drug History Notebook or Drug Instruction Sheets for 
Outpatients with Hypercholesterolemia, Jpn. J. Pharm. Health Care Sci., 27, 
337-342(2001). 
18) 平野和裕，江本晶子，田崎正信，中野行孝，藤戸 博，半分割された錠剤の持参薬確
認に及ぼす影響，医療薬学, 36, 252-261(2010). 
19) 前東憲子，「お薬手帳」による薬・薬連携～「在宅医療希望患者のための医療連携」構
築への参画，医薬ジャーナル, 38, 2687-2692(2002). 
20) 飯嶋久志，石野良和，安藤秀人，茂木 博，薬局における患者情報の入手方法と活用
に関する調査, 医療薬学, 31, 223-227(2005). 
21) 柴田由香里，河内明夫，田口順子，首藤博子，原田勝己，本屋敏郎，レセプトコンピ
ュータ薬剤監査システムを用いたお薬手帳鑑査の有用性検討，医療薬学 , 34, 
972-976(2008). 
22) 土井信幸，坪井 賢，中澤 巧，中野宣範，保険薬局における夜間 24 時間対応の問
い合わせ内用の推移から評価したお薬手帳の適正使用による有効性，医療薬学 , 38, 
204-209(2012). 
 
9（45）
